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2025（令和 7）年度決算について 

 

学校法人会計基準では、会計年度の終了時に、財務状態を表す「貸借対照表」、経営状況を表す「事

業活動収支計算書」及び資金の動きを表す「資金収支計算書」、「活動区分資金収支計算書」を作成す

ることが義務づけられています。 

以下に、本年度決算の概要を報告いたします。 

 

1. 貸借対照表 

 資産総額は 81 億 8,970 万円、負債総額は 13 億 3,580 万円、純資産額は 68 億 5,389 万円とな

っています。 

前年度と比較すると資産総額は 5 億 4,352 万円の減少となり、負債総額も 5,244 万円の減少となり

ました。資産総額には、利用価値が無くなった図書の除却、建物等の減価償却、備品の耐用年数経過に

よる除却等、資産減少分も含まれています。 

純資産額（総資産額―総負債額）は、前年度末と比較すると 4 億 9,108 万円の減少となり、総資産額

に占める割合は 83.7%（対前年比-0.4）となっています。 

 

2. 事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は企業会計の損益計算書のように、学校法人の 1 年間の経営状況を明らかに

するもので、教育活動収支差額、経常収支差額、特別収支差額といった学校の諸活動の収支差額を段

階的に把握しやすい様式となっています。 

本業の教育活動の収支状況を見る「教育活動収支差額」は 4 億 1,424 万円の支出超過、財務活動

による収支状況を見る「教育活動外収支差額」は 223 万円の支出超過、経常的な収支バランスを見る

「経常収支差額」は 4億 1,647万円の支出超過となりました。 

本年度は、私立学校法改正に伴い賞与引当金特別繰入額 2,565 万円を特別収支の支出の部に計

上したことにより、特別収支差額は 7,460万円の支出超過となりました。 

以上の結果、毎年度の収支バランスを見る「基本金組入前当年度収支差額」は 4 億 9,108 万円の支

出超過となりました。長期的な収支バランスを見る「当年度収支差額」は 5億 3,703万円の支出超過とな

りました。事業活動収入の合計は 20億 1,841万円、事業活動支出の合計は 25億 949万円となりまし

た。 

 

3. 資金収支計算書 

資金収支計算書は学校法人の諸活動に対応するすべての収入と支出の内容、支払資金（現金・預貯

金）の収支の顛末を明らかにしたものです。資金の動きのすべてが計算の対象となりますから、借入金収

入、前受企収入も含まれ、施設・設備関係支出には資産の取得額が計上されます。 

資金収入の総額は、学生生徒等納付金収入、補助金収入、借入金収入など、その他法人に帰属する

収入及び前年度繰越支払資金も含め、29 億 3,639 万円となっています。また、資金支出は、教職員の

人件費、教育・研究活動、法人運営に必要な諸経費、施設。設備費のほか、借入金の返済なども含まれ、

合計 27億 3,812万円、この結果、翌年度へ繰り越す支払資金は、1億 9,826万円となりました。 

 



 
 

4. 活動区分資金収支計算書 

この計算書は、資金収支計算書を組み替えたもので、企業会計におけるキャッシュフロー計算書に相

当するものです。学校の活動ごとの収支差額を把握します。 

本業の「教育活動資金収支差額」は 2億 1,662万円の支出超過、投資活動を示す「施設整備等活動

資金収支差額」は 6,950万円の支出超過、財務活動を示す「その他の活動資金収支差額」は 2,803万

円の支出超過でした。 

その結果、資金収支計算書と同様、今年度の支払資金の減少額は 3億 1,415万円となり、翌年度繰

越支払資金は 1億 9,826万円となりました。 


















































